
協議会やワーキングの活動

1 1

多職種対象の研修会参加
者数

第1回　59名
第2回　100名
第3回　101名

研修会に参加して理解が
深まったと思う多職種の人
の割合※１

第1回　93％
第2回　89％
第3回  84％

訪問診療患者数
多職種、多機関との連携が円
滑にできていると感じる多職種
の人の割合※８

（R6）70％ 退院支援（退院調整）を受けた患者数 県確認中

ACPについての正しい知
識を持つ多職種の人の割
合※２、※３

(R6)※２60％

　　　　※３61％
在宅看取り数

在宅医療介護研究会への
参加者数

在宅医における高岡多職
種ネット使用率

在宅医におけるACP実施
率

2

高岡多職種ネットの登録
施設数、利用者数、患者
登録数

(R７.２.５時点)施設
数　260件、利用者
数 1,109人、患者
登録数　599件

多職種共通の情報共有
ツール導入後の多職種の
人の満足度

3

連携をしやすいと感じる多
職種の人の割合※４

（R6）70％

4

退院後のサービスが円滑
に調整できたと感じた割合

5

地域の医療、介護、障がい福
祉サービスについて知っている
在宅医療関係者の割合

1 2

高岡多職種ネットにおける
職能団体の情報共有グ
ループ数

(R7.2.5現在)
13件

多職種、多機関との連携が円
滑にできていると感じる多職種
の人の割合※８

（R6）70％ 訪問診療を受けた患者数 県確認中

訪問看護を受けた患者数 県確認中

訪問薬剤指導を受けた患者数 県確認中

2

多職種対象の研修会参加
者数

第1回　59名
第2回　100名
第3回　101名

研修会に参加して理解が深
まったと思う多職種の人の割合
※１

第1回　93％
第2回　89％
第3回  84％

3

認知症・地域ケア相談医と
地域包括支援センターの
連携回数

(R6.12時点)
延130回

4

人生会議(ＡＣＰ)に関する
講座の開催数・参加者数

在宅医療・介護に対する
理解が深まった人の割合

在宅医療・介護を受ける選
択肢の認知度

人生いきいきノートの配布
状況及び配布数

(R5)3,900冊
「終活(ＡＣＰを含む)」に取
り組む人の割合※５

(R6)67%

1 3

往診を受けた患者数 県確認中

夜間・休日・深夜の往診を受けた患者数 県確認中

2 訪問看護緊急訪問を受けた患者数 県確認中

急変時の連絡先や対応方
法を把握している在宅療
養者の割合

時間外の診療情報提供書の件数 県確認中

1 4

高岡医療圏のACPツール
の利用

在宅ターミナルケアを受けた患者数 県確認中

看取り数（死亡診断のみの場合を含む） 県確認中

2

ACP実施件数 ACPに関する理解度

ACPを実施している人の
割合※６、７

1 5

「避難行動要支援者名簿」
の登録数、個別避難計画
の策定数

市集計
多職種、多機関との連携が円
滑にできていると感じる多職種
の人の割合※８

（R6）70％

高岡市の在宅医療・介護等連携推進協議会の活動体系図（仮）

中期の目標とその指標 長期の目標とその指標短期の目標とその指標

多職種の在宅医療・介護についての知識や技術が向上する

最終目標：市民の誰もが住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最期まで続けることができる

入院医療機関の退院支援担当者が、入院初期から支援を開始し、患者の住
み慣れた地域に応じたサービスの調整ができる

住み慣れた自宅や介護施設等、望む場所で看取りの医
療・ケアを受けることができる人の増加

病状急変時に診療を受けることができる人の増加

住み慣れた地域で、疾患、重症度に応じた多職種協働
による医療・ケアを受けられる人の増加

在宅療養を希望した場合に、円滑な在宅療養移行に
向けた退院支援を受けられる人の増加

【退院支援】

在宅医療提供体制が確保できる（再掲）

多職種が知識の習得、連携の推進のための会議に積極的に参加する

在宅医療機関が、地域包括支援センターと協働し、必要なサービスや家族
負担軽減につながるサービスを適切に紹介できる

住民の在宅医療や在宅療養生活への関心と理解が深まっている

急変時対応におけるルールやツールが消防関係者も含めて共有され地域
の連携体制が構築されている

 入院機関と在宅医療・介護機関が、退院後に患者に起こりうる病状やその
対応について、情報共有できる

在宅医療・介護・障がい福祉の担当者間で、今後の方針や病状に関する情
報や計画を共有し、連携できる

在宅医療に関わる機関が、医療や介護、障がい福祉サービスを包括的に提
供できるよう調整できる

在宅医療機関が、退院（退所）支援担当者に対し、地域のサービスに関する
情報提供や助言を行うことができる

在宅医療に関わる医療機関と介護事業所・施設、地域包括支援センター
で、情報共有ツールや連携のルールが運用できる

在宅医療提供体制が確保できる

医療・介護・障がい関係者等の情報共有が円滑にできる（再掲）

多職種の在宅医療・介護についての知識や技術が向上する（再掲）

在宅医療提供体制が確保できる（再掲）

医療・介護・障がい関係者等の情報共有が円滑にできる

災害時でも、医療機関、薬局、訪問看護事業所、居宅介
護支援事業所等の関係機関間、市との連携体制が構
築されている

患者や家族が病状急変時における連絡先をあらかじめ知っている
市民が在宅医療や介護等についての正しい知識を得ることができる(再
掲)

【災害・新興感染症発生時】

【日常の療養支援】

【急変時の対応】

【看取り】

市民が在宅医療や介護等についての正しい知識を得ることができる(再
掲)

市民、専門職に災害発生時の対応等についての正しい知識を普及啓発で
きる

患者・家族が人生の最終段階における意思決定について知り、医療やケア
の在り方について周囲と共有できている

医療機関、薬局、訪問看護事業所、居宅介護支援事業所等の関係機関間
や、市との連携体制が構築されている

多職種の在宅医療・介護についての知識や技術が向上する（再掲）

多職種の在宅医療・介護についての知識や技術が向上する（再掲）

市民が在宅医療や介護等についての正しい知識を得ることができる

看取りに関わるルールやツールが運用され地域の連携体制が構築されて
いる

医療・介護・障がい関係者等の情報共有が円滑にできる（再掲）

※１「高岡市在宅医療・介護・障がい支援分野の連携推進に係る研修会参加者アンケート」で「研修会に参加して理解が深まりましたか。」に、「そう思う」、「ややそう思う」と回答した人の割合

※２人生いきいきノートの配布状況に係る事業所を対象としたアンケート調査の質問「人生いきいきノートの活用が難しいと感じますか」に「はい」と回答した人の割合

※３人生いきいきノートの配布状況に係る事業所を対象としたアンケート調査の質問「人生いきいきノートの配布が難しいと感じますか」に「はい」と回答した人の割合

※４「在宅医療・介護・障がい支援分野の連携推進に係るアンケート調査」における質問「多職種、他機関との連携は、円滑にできていると思いますか。」に、「そう思う」、「ややそう思う」と回答した人の割合

※５TAKAOKAアプリにおける質問「“終活”のために取り組んでいることはありますか」に取り組みをしていると回答した人の割合

※６介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「自分で意思決定ができなくなった時に備えて、あなたが望む医療やケアについて周囲の人と話し合ったことがある」と回答した者の割合

※７介護予防・日常生活圏域ニーズ調査「自分で意思決定ができなくなった時に備えて、あなたが望む医療やケアについてあらかじめ書面に記載している」と回答した者の割合

※８「高岡市在宅医療・介護・障がい支援分野の連携推進に係る研修会参加者アンケート」で「多職種、多機関との連携は円滑にできていると思いますか」に「そう思う」「ややそう思う」と回答した割合

地域住民への普及啓発

多職種対象の研修会の開催

在宅医療を担う医師の業務負担

軽減に向けての協議

医師の訪問診療への参入促進に

向けての協議

高岡多職種ネットの普及啓発

多職種へのアンケート

多職種へのアンケート

情報連携の共有ツールの作成

多職種対象の研修会の開催(再掲）

情報連携の共有ツールの作成

（再掲）

高岡多職種ネットの運用ルールの検

討

多職種への研修内容についての

アンケート（再掲）

多職種対象の研修会の開催（再掲）

多職種対象の研修会の開催（再掲）

高岡多職種ネットの運用ルールの

検討（再掲）

情報連携の共有ツールの作成

（再掲）

地域住民への普及啓発（再掲）

医師の訪問診療への参入促進に

向けての協議(再掲)

人生いきいきノートの普及啓発

地域住民への普及啓発（再掲）

災害時の連携についての検討

多職種対象の研修会の開催（再掲）

地域住民への普及啓発（再掲）

在宅W

在宅W

在宅W

在宅W

情報W

情報W

情報W

普及W

普及W

医師W

医師W

在宅W

在宅W

医師W

情報W

普及W

：在宅支援ワーキング

：情報共有ワーキング

：普及啓発ワーキング

：在宅医療を担う医師確保等の

検討ワーキング

記号の説明

協議会や各ワーキングの活動が、目標に向かって進んでいることを分かりやすく、示すために図で表しました。目標は、短期、中期、長期に分けて記載しています。
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